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編集後記

《地質ニュｰス編集委員会》がH100周年記念号"の出版につ

いて初めて意見を出し合ったのは1981年3月25日のことであ

った.そして同年5月21日の編集委員会の会合で編集内容

の細部をつめるための小委員会がつくられ3名の小委員が選

ばれた.以来編集委員会とその小委員会はこの!'100周年

記念号"の編集が完了した!982年5月21日までの間に合計15回

の会合を重ね記念号としての編集方針の確定から掲載項目の

小区分にもとづいた各委員の仕事の分担外部依頼原稿のテｰ

マと執筆者への依頼などを協議し行動してかなり忙しかっ

た.

｢この特別号を100周年にふさわしいものにしょう｣というこ

とと｢今までの周年記念号にみられなかった斬新な組みたて

かたと内容にしよう｣ということが編集委員会のコンセンサス

であったが個個の項目とくに外部依頼原稿のテｰマは意見

が多くその取り扱いについても議論がくりかえされて小委

員会に提案内容の再検討･再再検討が要求される場面は決して

少なくなかった.外部の3名の方々に将来の夢を含めて書い

ていただくことになりそれぞれひき受けてくださったときに

は実のところ編集委員一同ホッとしたというのが{'かけ値"

のない本当の気持であった.書かれた内容については執筆

者の立場を尊重するということに落着いた.

それぞれの研究部や共同研究で結び合った2･3の研究部に

よる総括的な紹介は｢将来像を必ず含めて｣という注文つき

のものであったがこの注文に答えるために執筆者はそれぞれ

相当苦労されたようである.なかには力あまって予定紙数

の2倍をこえる原稿を出された方々もあり小委員と執筆者と

の問で言葉はやわらかでも中味の激しいやりとりもあった.

予定紙数を守るという鉄則があったので紙数超過の部分を通

常の号に回すことによってきり抜けたが各研究のトピックス

としてそれぞれ2ぺ一ジしか与えられていない部分でも｢もう

1ぺ一ジよこせ｣｢いや駄目だ｣の押問答が少なくなかっ

た.

この一!トピックス"は決して仕事の優劣の規準のようなも

のから採用されだといった記事ではない.ある部では一一トピ

ックス"が部の全員参加の会合で選びだされまた或る部では

当該部出身の編集委員が募集要項をプリントし一人一人の部

員に渡して公募したようなわけで編集委員会が'!トピックス"

のテｰマの選び方まで注文をつけるようなことはなかったので

ある.

編集が終ってみるとこの～一100周年記念号"がどのような感

想を生むかも気になるところである.皆さんの御意見･御感

想をお待ちする次第である.
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